
様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

一般 3 2 1 1 区総合調整事業

一般 3 2 1 2 「利用しやすい区役所」推進事業

一般 3 2 1 3 窓口サービス向上事業

一般 3 2 1 4 広聴の区民協働事業

一般 3 2 1 5 広報推進事業

一般 3 2 1 6 歴史浪漫ほどがや事業

一般 3 2 1 7 多文化共生まちづくり事業

一般 3 2 1 8 星川駅周辺の魅力づくり事業

一般 3 2 1 9 保土ケ谷商工業支援事業

一般 3 2 1 10 ほどがやカーボンニュートラル推進事業

一般 3 2 1 11 地産地消推進事業

一般 3 2 1 12 ICT活用支援事業

一般 3 2 1 13 区制100周年に向けた地域活動ブースター事業

一般 3 2 1 14 ほどがや区民まつり

一般 3 2 1 15 自治会町内会支援事業

一般 3 2 1 16 国際文化理解事業

一般 3 2 1 17 花薫るきれいな街ほどがや事業

一般 3 2 1 18 災害対策推進事業 【20万区民の自助・共助による減災運動】

一般 3 2 1 19 保土ケ谷区地域防犯力向上事業

[保土ケ谷区]

令和５年度事業評価書　目次



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[保土ケ谷区]

令和５年度事業評価書　目次

一般 3 2 1 20 交通安全対策事業

一般 3 2 1 21 市民活動支援事業

一般 3 2 1 22 はぐくみプロジェクト

一般 3 2 1 23 読書活動推進事業

一般 3 2 1 24 保土ケ谷区芸術の街

一般 3 2 1 25 スポーツの街ほどがや推進事業

一般 3 2 1 26 がやっこ育成事業

一般 3 2 1 27 地域が見守る子どもたちの放課後事業

一般 3 2 1 28 ほどがやhappy子育て～妊娠期からの安心サポート

一般 3 2 1 29 ほどがやhappy子育て～保育所による妊娠期・未就学児支援事業

一般 3 2 1 30 こどもを守ろう！地域子育てつながり事業

一般 3 2 1 31 保土ケ谷歯っぴいHealth事業

一般 3 2 1 32 ほどがや元気づくり事業

一般 3 2 1 33 輝けシニア！2025事業

一般 3 2 1 34 保土ケ谷区学齢障害児フレンドサポート事業

一般 3 2 1 35 障害者地域支えあい連携推進事業

一般 3 2 1 36 ほどがや花のおもてなし事業

一般 3 2 1 37 暮らしの衛生サポート事業

一般 3 2 1 38 保土ケ谷ほっとなまちづくり推進事業



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[保土ケ谷区]

令和５年度事業評価書　目次

一般 3 2 1 39 地域見守り推進事業

一般 3 2 1 40 統合事務費

一般 3 2 1 41 広報よこはま発行事業

一般 3 2 1 42 広聴の相談事業

一般 3 2 1 43 消費生活対策事業

一般 3 2 1 44 緊急時情報システム事業

一般 3 2 1 45 スポーツ推進委員事業

一般 3 2 1 46 青少年指導員事業

一般 3 2 1 47 学校・家庭・地域連携事業

一般 3 2 1 48 健康づくり月間事業

一般 3 2 1 49 区庁舎管理費

一般 3 2 1 50 区民利用施設管理費



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,131 1,640 ▲ 1,491

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

- -

事
業
計
画

事
業
実
績

緊急対応経費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・契約方法
の工夫が可
能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

3,131 1,640 ▲ 1,491

・該当なし
・目標を概
ね達成

- - 事業終了 事業終了 事業終了

- 実績 -

単位 想定 - -

-

設定
なし

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 区総合調整事業

所管区局・課 保土ケ谷 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 1

事業概要

保土ケ谷区の基本目標である「いつまでも住み続けたいまち　ほどがや」の実現に向け、予算編成時に想定していな
かった緊急的・突発的な課題に対して、柔軟に対応します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

緊急的・突発的な課題に対して必要性や重要性を鑑みて、速やかに対応します。

突発的な課題対応の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民の皆様が安心して快適に利用できるよう区庁舎・区民利用施設の環境を整備・改善します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

老朽化に対する改修、待合や事務スペースの改善、わかりやすい案内表示の維持管理など、区
庁舎・区民利用施設等の環境改善を行います。

施設改修箇所の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 「利用しやすい区役所」推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 2

事業概要

- - - - -

- 実績 -

単位 想定 - -

-

設定
なし

事
業
計
画

事
業
実
績

区庁舎等環境改善事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・契約方法
の工夫が可
能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

21,436 10,409 ▲ 11,027

・該当なし
・目標を概
ね達成

- -

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 22,341 12,585 ▲ 9,756



・一部委託
が可能

想定 - - - -

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 905

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

-

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

３年度 ４年度

実績 - - -

②

2,176 YCAN無線化に伴う対応の増

設定
なし

1,271

単位 -

行政のデジタル化推進事業

区庁舎をはじめ区内の区民利用施設のデジタル化を推進するため、情報機器の整備及び維持管
理を行います。
GIS（地理情報システム）に係る環境の整備、活用のための人材育成を行います。

細事業事業量

-

年度 元年度 ２年度

-

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 255 297 42

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

76 52

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

165 198 33

・該当なし
・目標を概
ね達成

80 80 80 80 80

人 実績 120

単位 想定 120 70

96

職員研修
参加人数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 窓口サービス向上事業

所管区局・課 保土ケ谷 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 3

事業概要

職員一人ひとりが区民の皆さまに寄り添いながら、丁寧かつ迅速にサービスを提供し、信頼される区役所を実現する
ため、職員の応対マナー研修や人権啓発研修、改革推進委員会の取組を通じた業務改善等を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

新採用職員や若手職員を中心とした職員向けの窓口応対研修のほか、ベテラン職員向けの研修
を企画します。

実施回数見直しによる増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

職員研修

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

改革推進
委員会等

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
職員を主体とした庁内プロジェクト（新採用職員PJ、課横断PJ）を実施するとともに、全課で職場改善に
取り組みます。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

人権啓発
研修

9

単位 40

人権啓発研修

全責任職（部長級、課長級、係長級）でグループ研修を実施（全10グループ）するとともに、
グループごとに職員向けの人権啓発研修を実施します。また、西区と合同で区民向けの人権啓
発講演会を企画運営します。

細事業事業量

40

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

99 実施方法見直しによる増

3 3

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

40

３年度 ４年度

実績 40 40 40

②

元年度 ２年度

3 3

７年度５年度 ６年度

40

改革推進委員会

３年度 ４年度

単位 想定 3 3 3 3 3

0 0

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定 40 40 40 40

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 90

・委託の拡
大不可

33回



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 573 624 51

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

6（書面開
催）

0

４年度 増減説明

決算

・補助事業
化が可能

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 61 61

・該当なし
・目標を概
ね達成

7 7 7 7 7

開催
回数

実績 7

単位 想定 7 7

7（書面開催
6）

区民の
つど
い・地
域のつ
どい

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 広聴の区民協働事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 4

事業概要

「地域のつどい」「区民のつどい」開催等の区民会議の活動を支援するほか、区民会議の活動を広く区民にお知らせ
する「ニュースやまびこ」を協働し、発行します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民に対して区民会議の活動を発表する場である「区民のつどい」の開催を支援する。
区内を６地域に分け、地域課題などについて区民相互で話し合う「地域のつどい」の開催を支
援する。

３年ぶりに区民のつどいを開催

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

区民のつどい・地域のつどい

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

部

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

分科会
開催回

数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
専門分野別の５つの分科会（環境、教育、交通、災害、福祉）に分かれて実施する勉強会、施
設訪問、区民への啓発、冊子の作成等の活動を支援する。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 216

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・補助事業
化が可能

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

ニュー
スやま
びこ発

行

▲ 57

単位 7,000

広報物発行

区民に向けて区民会議の活動について周知する「ニュースやまびこ」を協働により、2年間（1
期）で3回発行する。また、区民会議委員向けに、分科会の活動等を周知する「やまびこ通
信」についても、年10回程度協働し発行する。

細事業事業量

14,000

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

301 広報物の発行回数及び発行部数の減

60 55

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

14,000

３年度 ４年度

実績 13,200 6,600 6,600

②

元年度 ２年度

55 30

７年度５年度

啓発ポスターを発行したため

６年度

2,000

分科会活動

３年度 ４年度

単位 想定 55 60 55 60 55

262 46

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定 14,000 7,000 14,000 7,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 358

・補助事業
化が可能

6036回



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,350 1,370 ▲ 1,980

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

3,500 4,800

４年度 増減説明

決算

・全部委託
が可能

・契約方法
の工夫が可
能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

178 13 ▲ 165

・該当なし
・目標を下
回った

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

セッ
ト

実績 2,000

単位 想定 0 5,000

0

委託に
よる転
入者
セット
作成数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 広報推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 5

事業概要

情報化が進む中、より多くの方に区からの情報を届けるために、紙媒体のほか、SNS・デジタルサイネージなど様々
な広報手段を総合的に運用し、重層的・多角的な広報活動を展開します。
また、受け手に伝わりやすい説明・案内の技術やデザインスキルを職員が習得する必要があるため、研修等を実施し
ます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

ガイドマップ・防災マップ・自治会町内会加入案内などの印刷物をまとめた「転入者セット」
を作成し、戸籍課での転入手続き時に配布します。

職員で転入者セットを作成したこと
による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

転入者セット作成事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

ガイド
マップ
新規発
行部数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 ガイドマップを作成し、幅広く区民に配布します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,930

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

ツイッ
ター
フォロ
ワー数

82

単位 9,000

デジタル媒体活用事業

ツイッター、インスタグラム、ホームページなど様々な媒体を利用した情報発信を行います。
区政情報をより多くの区民に届けるため、SNSを利用した広報など、あらゆる場面で効果的な
周知PRを実施し、フォロワー増加につなげます。

細事業事業量

8,000

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

1,079 キャンペーン当選者数増のため

23,000 0

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

10,000

３年度 ４年度

実績 2,950 3,240 5,340

②

元年度 ２年度

23,000 0

７年度５年度

隔年発行による減

６年度

6,294

ガイドマップ作成･発行事業

３年度 ４年度

単位 想定 25,000 0 23,000 0 10,000

0 ▲ 1,930

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定 2,800 3,200 5,000 7,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 997

・一部委託
が可能

023,000部



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を下
回った

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

・維持 ・なし

30

分析
結果

冊

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 （資料配布） 中止

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

730

指標

600

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

30 30 30

17

決算

７年度

単位 30

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

研修参
加者

30 30

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

17

④

事
業
計
画

細事業名称 広報マインド向上事業

細事業概要 職員の広報マインド醸成のため、研修の実施と雑誌の定期購読をします。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

6 12 6 定期購読雑誌導入に伴う増

・一部委託
が可能

・該当なし

人

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 239 266 27 物価高による単価上昇

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

配布冊
数

単位

増減説明

800 800

決算

年度 ３年度 ４年度

650 600実績

800

⑤

事
業
計
画

細事業名称 統計便覧作成事業

保土ケ谷区に関する基礎的な統計情報を掲載する統計便覧を作成し、区民に提供します。

800 800 800 800想定



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

旧東海道の宿場町に代表される保土ケ谷区ならではの歴史的魅力を生かしたまちづくりを、区民や他の関係区局と協
働で進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

・松並木の維持管理を行います。
・区内各種サインの維持管理を行います。
・老朽化した常夜灯の全面改築を行います。

実績額による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

歩きやすい街道づくり事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 歴史浪漫ほどがや事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 6

事業概要

樹木剪定
土壌回復

樹木剪定 樹木剪定 樹木剪定
樹木剪定
育成計画見

直し

実行 実績 樹木剪定完了

単位 想定 樹木剪定
樹木剪定
育成計画見

直し

剪定完了

松並木
計画

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・該当なし・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

763 701 ▲ 62

・該当なし
・目標を概
ね達成

剪定完了
育成計画見
直し完了

剪定完了
土壌回復完

了

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,519 3,736 2,217



回 0

・委託の拡
大不可

1

想定 3 3 3 2

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 755

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度

0 0

７年度５年度

新規事業による増

６年度

2

まちづくりに関する調査検討事業

３年度 ４年度

単位 想定 0 0 0 6 0

990 990

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・他都市よ
り上乗せ・
横出しあり

・目標を概
ね達成

0 0

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

2

３年度 ４年度

実績 3 3 3

②

2,045 コロナ明けによるイベント費の増

イベン
ト実施
回数

1,290

単位 2

沿道魅力アップ事業

保土ケ谷区が「住み続けたいまち」となることを目的に、区の「地域遺産・資源」を活かし、
区ならではの魅力をつくる取組を行います。

細事業事業量

2

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
保土ケ谷駅周辺のまちづくりを推進するため、保土ケ谷駅地区プラン等、各種計画の振り返り
と未実施となっている事業の課題整理や現地状況等の把握を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大が可能

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

庁内検
討

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

外国人と日本人が相互理解を深め、ともに地域の一員として安心して暮らせる多文化共生のまちづくりを進めていく
ために必要な事業を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

令和３年度に策定した多文化共生まちづくり計画を踏まえ、新規の取組を実施します。

計画策定に伴う新規取組実施による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

多文化共生事業の推進

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 多文化共生まちづくり事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 7

事業概要

計画策定
計画を踏まえ
た事業の推進

計画を踏ま
えた事業の

推進

計画を踏ま
えた事業の

推進

計画を踏ま
えた事業の

推進

- 実績
令和２年度
より実施

単位 想定
令和２年度
より実施

計画策定に
向けた準備

職員研修２回、転
入者セットの多言

語化

多文化
共生ま
ちづく
り計画

４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 429 429

・該当なし
・目標を概
ね達成

委託契約締
結

策定

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,480 585 ▲ 895



策定

・委託不可

計画を踏まえ
た事業の実施

想定 5 3 3 3

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 107

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度

令和２年度
より実施

委託契約締
結

７年度５年度

計画策定完了による減

６年度

4

多文化共生のあり方検討

３年度 ４年度

単位 想定
令和２年度
より実施

計画策定に
向けた準備

計画策定
計画を踏まえ
た事業の推進

計画を踏ま
えた事業の

推進

0 ▲ 1,373

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

計画を踏ま
えた事業の

推進

計画を踏ま
えた事業の

推進

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

3

３年度 ４年度

実績 5 2

0
（コロナによ
るイベント中
止のため）

②

156 イベント出展回数の増加による増

地域交
流イベ
ントの
回数

49

単位 3

横浜国立大学留学生との連携

・留学生が地域に対して、自国の文化を発信する機会を増やすことにより、地域との交流を促
進します。
・地域での活動やイベントへの参加などを通じ、留学生が日本の文化に触れる機会を増やすこ
とで、日本や横浜、保土ケ谷の魅力を再発見できるよう支援を行います

細事業事業量

3

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 令和３年度に「保土ケ谷区多文化共生まちづくり計画」を策定しました。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,373

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・一部委託
が可能

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

多文化
共生ま
ちづく
り計画

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,099 3,000 ▲ 99

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

4 3

４年度 増減説明

決算

・民間移管
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

3,099 3,000 ▲ 99

・該当なし
・目標を概
ね達成

3 3 1 1 1

案 実績 －

単位 想定 － 4

3

企画数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 星川駅周辺の魅力づくり事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 8

事業概要

令和４年度から利用開始した星川駅高架下空間の活用やその周辺の地域資源を生かした魅力向上を図るため、星川駅
周辺の総合的なまちづくりガイドラインにおける利便性が高く魅力あふれるまちの推進のための取組を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

令和３年度に実施した実証実験等を踏まえ、地域資源を活かした新たなまちの活用を推進しま
す。また、新しくオープンする星川駅高架下等と連携したイベントの実施により、にぎわいを
創出します。

実績額による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

星川駅高架下等を生かしたにぎわい創出事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

地域コミュニティの担い手である商店街の活性化を図るため、区商店街連合会に加盟する商店が一堂に会して商店街
をＰＲする場を提供、また様々な広報媒体を活用しながら、商店街の活性化を支援します。さらに、商店街だけでな
く製造業を含む企業の支援も行っていきます。

細事業の分析

①

・負担割合
の工夫が可
能

ホームタウン活動に関する４者協定に基づき、横浜FCと連携しながら事業を実施し、ホームタ
ウン活動を推進します。

景品の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

区商連・横浜FC連携事業

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 保土ケ谷商工業支援事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 9

事業概要

300 300 300 300 300

人 実績 未実施

単位 想定 未実施 300

349

応募数

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

367 497 130

・該当なし
・目標を上
回った

382 367

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 367 684 317



軒 0

・委託の拡
大が可能

9

想定 未実施 0 0 10

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・事務改善
が可能

・負担割合
の工夫が可
能

年度

実績

元年度 ２年度

10 0

７年度５年度

花フェスタ及び区民まつりの再開に
よる増

６年度

中止

ほどがや商店街元気市事業

３年度 ４年度

単位 想定 19 15 15 15 15

75 75

分析
結果

・減る ・なし ・該当なし
・実施しな
かった

15 15

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

0

３年度 ４年度

実績 未実施 10 6

②

0

出店数

0

単位 0

ほどがやお弁当まつり事業

飲食店に訪れ外食の機会が減少していることから、区民に区内飲食店の味を自宅で楽しんでも
らうため、また区内飲食店のＰＲを行うために、お弁当を一堂に集めて販売する機会を設けま
す。

細事業事業量

0

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
区民への区商連加盟店舗の認知度向上を図るため、区が花フェスタ及び区民まつりにブースを
確保することで店舗が出店します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・求めてい
ない

客観的指標に
基づく分析

軒

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

出店店
舗

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 相鉄・東急直通線祝賀事業

細事業概要
相鉄線と東急東横線の直通線が開通したことに伴い、西谷駅周辺に開通を祝したバナーフラッ
グを掲出します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

0 112 112 細事業の追加による増

・委託の拡
大不可

・該当なし

枚

年度 元年度 ２年度

分析
結果

ー ー

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

ー

ー ー 55

55

決算

７年度

単位 ー

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・負担は適
切である

・維持

フラッ
グ掲出
数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 ー ー

指標

ー



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　横浜市地球温暖化対策実行計画に掲げた「温室効果ガス排出量を2020年度までに22%、2030年度までに30％、2050
年度までに80%以上削減（2013年度比）」の目標を達成するため、区民一人ひとりが地球温暖化防止行動に取り組む
ための支援を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

・「新しい生活様式」を踏まえ、温暖化対策の啓発につながる講座やイベントを開催します。
・家庭でできる省エネ行動や温暖化対策に関する区役所の取組等について区Twitter等のSNSを
活用しPRします。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

講座実施・SNSを活用した啓発

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ほどがやカーボンニュートラル推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 10

事業概要

2 2 2 2 2

回 実績 4

単位 想定 4 2

1

啓発講
座やイ
ベント
の実施
回数

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

266 259 ▲ 7

・該当なし
・目標を概
ね達成

・条例

0 1

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 266 259 ▲ 7



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

農家・地域活動団体・区役所が協力し、区民が「農」を身近に感じられる取組を通じて、区内の農業振興を図るとと
もに、地産地消の取組を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

農家・地域活動団体・区が協力して区役所前で朝市を開催します。

天候による開催可能日の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

ほどがや朝市事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地産地消推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進課 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 11

事業概要

18 18 18 20 20

回 実績 17

単位 想定 18 18

16

朝市開
催回数

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

130 160 30

・該当なし
・目標を概
ね達成

13 13

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 213 327 114



・委託不可

想定 2,000 2,000 2,000 2,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 83

・該当なし
・求めるべ
きではない

1,000

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標を下
回った

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,500

３年度 ４年度

実績 1,500 1,000 1,000

②

167

野菜種
配布数

84

単位 1,500

地産地消の推進事業

花フェスタ、区民まつりに出展し、パネル展示や野菜種の配布を通じて地産地消の啓発に努め
ます。
また、区が主催するイベント等で朝市の日程を添付した野菜の種を配布し、地産地消のＰＲを
行います。

細事業事業量

1,500

年度 元年度 ２年度

個

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　新たな生活様式を踏まえ、ICTを活用した新たな地域の活動や交流が展開できるよう、地域活動におけるICTの活用
を支援します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

　ウェブ会議に関する知識・技術を身に着けるための研修会、また、自治会などの団体等の活
動場所にウェブ会議の実施段階で助言などの支援を行うアドバイザーを派遣します。

研修会実施回数の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

人材の発掘・育成事業

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ICT活用支援事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 12

事業概要

13 15 15 15 15

回 実績 －

単位 想定 － －

8

実施回
数

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

378 552 174

・民間と競
合

・目標を下
回った

・国事業と
類似・重複

－ 7

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 866 980 114



・委託の拡
大が可能

想定 － － 18 18

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 489

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

18

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・民間と競
合

・目標を上
回った

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

18

３年度 ４年度

実績 － － 18

②

428 入札残

配架施
設数

▲ 61

単位 18

環境整備事業

タブレット端末やモバイルルーターを区民利用施設へ配架。

細事業事業量

18

年度 元年度 ２年度

施設

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 0 3,461 3,461

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

- -

４年度 増減説明

決算

・民間移管
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 733 733

・該当なし
・目標を概
ね達成

- 2 3以上 3以上 3以上

回 実績 -

単位 想定 - -

2

新たに創
出された
イベン

ト・企画
実施数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 区制100周年に向けた地域活動ブースター事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 13

事業概要

「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」の実現に向け、令和９年度に迎える区制100周年をきっかけとして、新た
な活動の創出や機運醸成を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

市民活動団体や横浜FC、区内飲食店等、多種多様な現場レベルの方々により令和元年度に第１
回目を開催した「ほどガヤ会議」に、すでに地域で活躍している既存の団体を加え、100周年に
向けた取組をテーマとして開催し、そこで生み出されたアイデアの種を、地域の既存団体によ
る新たな取組や新たに形成される活動団体による取組として具体化していきます。

４年度からの新規事業のため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

新たな活動の創出

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

機運醸成
イベン

ト・企画
実施数

2,727

単位 5

区関連イベントによる機運醸成

ア ４年ぶりの開催となる区民まつりで、カウントダウンスタートとしての花火打ち上げなど内
容の拡充
イ 2027年に小学６年生になる児童（現１年生）からメッセージを募集し、100周年までに保存
ウ 将来の第九合唱や音楽祭につなげる、区内活動団体による合同コンサート
エ SNSで区の魅力スポットについて写真を募集・展示するフォトコンテスト
オ 区制100周年記念レシピ集作成につなげる地産地消料理コンテスト
カ スポーツによる交流会などの企画につなげる、ファミリーマラソンの拡充

細事業事業量

5

年度 元年度 ２年度

2,727 ４年度からの新規事業のため

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

5

３年度 ４年度

実績 - - -② 6

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

想定 - - - 6

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・委託の拡
大が可能



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民や区内各種団体の交流促進及びコミュニティの再生のため、区民が主体となって企画・運営を行い、区民が参加
する「区民まつり」を開催します。

細事業の分析

①

・負担割合
の工夫が可
能

区民や区内各種団体の交流促進及びコミュニティの再生のため、区民が主体となって企画・運
営を行い、区民が参加する「区民まつり」を開催します。

中止から再開による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

ほどがや区民まつり

５年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ほどがや区民まつり

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 14

事業概要

50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

人 実績 中止

単位 想定 50,000 50,000

56,000

来場者
数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,843 4,673 2,830

・該当なし
・目標を上
回った

中止 中止

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,843 4,673 2,830



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　市政・区政の円滑な推進を図るためには、地域社会の担い手の中心である自治会町内会と密に連絡をとり、その活
動の支援をすることが必要となります。回覧や掲示などにあたっては、自治会町内会の協力を受けており、これらの
依頼業務によって自治会町内会の自主活動を阻害することのないよう、量の削減及び配送の一元化を行います。
　また、各地区の代表者として、地域活動の中心的役割を担う自治会町内会長に、日頃の市政・区政への協力に感謝
の意を示すとともに、自治会町内会との関係を強化できるよう自治会町内会長感謝会を開催します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

自治会町内会の自主活動を阻害することのないよう、回覧・掲示物等の配送を集約します。
また、配送ルートで送付する回覧･掲示物を、自治会ごとの必要部数で仕分け梱包します。

配送希望数の減によるゆうパック費
用の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

配送ルート（送付･仕分）

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 自治会町内会支援事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 15

事業概要

10 10 10 10 10

回 実績 10

単位 想定 10 10

10

実施回
数

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,186 2,168 ▲ 18

・該当なし
・目標を概
ね達成

10 10

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,911 3,149 238



・委託の拡
大不可

想定 19 30 26 32

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 726

・該当なし
・求めるべ
きではない

27

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

20

３年度 ４年度

実績 13 23 20

②

982 感謝会実施に伴う費用増

表彰者
数

256

単位 20

自治会町内会長感謝会

各地区の代表者として、地域活動の中心的役割を担う自治会町内会長に、日頃の市政・区政へ
の協力に感謝の意を示すため、感謝会の開催及び永年在職者の表彰を行います。

細事業事業量

20

年度 元年度 ２年度

名

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 100 323 223

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

4 3

国際理解特別授業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・契約方法
の工夫が可
能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 47 47

・該当なし
・目標を概
ね達成

3 4 4 4 4

校 実績 4

単位 想定 4 4

3

国際理
解特別
授業実
施校

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 国際文化理解事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 16

事業概要

国際文化の理解を深めるため文化紹介事業を実施し、ブルガリアをはじめとする多文化共生の実現を目指します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

日本とブルガリア共和国との文化に対する共通点や違いに触れ、区内小学校で国際理解特別授
業を実施します。
（毎年３～４校程度、６年間で段階的に区内全小学校において実施）

事業内容拡大による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

件

区民向
けイベ
ント実
施数

176

単位 5

ブルガリア他多文化区民向けイベント

区民向けの多文化関連イベントを実施します。区内主要イベント（花フェスタ、区民まつり、
区民芸能祭）のステージ出演等を活用したブルガリア文化紹介の他、多文化紹介イベントを行
います。

細事業事業量

5

年度 元年度 ２年度

276 事業実施数の増による増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

5

３年度 ４年度

実績 5 1 3

②

5

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・事務改善
が可能

・求めてい
ない

想定 5 5 5 5

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 100

・一部委託
が可能



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,455 3,997 1,542

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

2 2

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

631 292 ▲ 339

・該当なし
・目標を概
ね達成

2 2 2 2 2

回 実績 2

単位 想定 2 2

2

植栽回
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 花薫るきれいな街ほどがや事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 17

事業概要

次世代につなげる魅力あるほどがやのまちづくりをめざし、「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）プラン」事業の推進と街の
美化事業に取り組みます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

ほどがや花憲章に基づき花と緑にあふれる街づくりをすすめることにより、ごみのない清潔で
美しい環境をつくります。

局予算の使用による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

花の街事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

ごみと
資源の
実績

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 ごみの分別や３Ｒに関する啓発活動を実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 126

・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

参加人
数

1,921

単位 24,000

ほどがや花の街推進連絡会運営事業

ほどがや花フェスタ２０２２を開催します。

細事業事業量

24,000

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

3,473 イベントの再開による増

未定 未定

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

24,000

３年度 ４年度

実績 24,000 中止 中止

②

元年度 ２年度

604 615

７年度５年度

コロナ影響の減による増

６年度

15,000

３Ｒ広報・ＰＲ活動事業

３年度 ４年度

単位 想定 603 602 不設定 不設定 未定

231 105

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

想定 24,000 24,000 24,000 24,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,552

・委託の拡
大不可

不設定不設定g



603

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 615 不設定

602 不設定 不設定

不設定

決算

７年度

単位 未定

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・負担は適
切である

・増える

ごみと
資源の
実績

未定 未定

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

604

④

事
業
計
画

細事業名称 転入・単身者向け分別啓発事業

細事業概要
・横浜国立大学学生を対象とした分別啓発の実施（年８回）
・区役所にて分別相談窓口の設置（月２回）

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

146 0 ▲ 146 在庫利用による減

・委託不可 ・該当なし

g

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 9,438 12,386 2,948

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠

21 16

妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

事
業
計
画

事
業
実
績

区本部体制構築事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

差引（増減）

分析
結果

20 20 20 20 20

回 実績 12

単位 想定 20 20

16

区災害
対策警戒
本部設置

回数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 災害対策推進事業【20万区民の自助・共助による減災運動】

所管区局・課 保土ケ谷 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 18

事業概要

安全・安心に暮らすことができる保土ケ谷区の実現のため、危機管理・地域防災力の向上を図ります。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

台風の接近や大規模地震に備え、必要物資の調達や危機管理体制の構築・運営を行います。ま
た、円滑な区本部運営を行うために、各種訓練や研修会を企画し実施します。

本部機能強化のため必要物調達によ
る増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

(1)実施主体 (2)実施手法

2,571 5,836 3,265

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



５年度 ６年度 ７年度

30

３年度 ４年度

実績 26回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

設置個所

49 ▲ 1

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
災害時に結成される医療救護隊のサテライトと、区の医療調整班が迅速に連絡調整できるよ
う、災害時優先携帯電話をサテライトとなっている病院４か所と区役所に設置します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 50

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

30

防災関連システム運用事業

河川氾濫の危険を外部スピーカーで伝達する装置や、避難情報や避難所の開設状況をメール・
FAXにて通知するシステムの保守・運用を行います。

細事業事業量

30

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

指標 市民ニーズ

1,708 使用実績による減▲ 264

5 5

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

32 32

②

災害情報
通知

システム
配信回数

単位

年度 元年度 ２年度

5 5

７年度５年度

携帯電話使用料の減

６年度

33

防災用優先携帯電話

３年度 ４年度

単位 想定 5 5 5 5 5

実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めてい
ない

箇所 実績

想定 30 30 30 30

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,972

55



・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし

回

分析
結果

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

７年度

7

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円） 28 52 24 災害時保健活動の備蓄物資購入増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

差引（増減）

指標

7

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

2 2 2 2

2

決算

７年度

単位 2

客観的指標に
基づく分析

・維持

会議の
実施回数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 2 2

2 2

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

2

④

事
業
計
画

細事業名称 災害医療連絡会議

細事業概要
区内の災害医療体制について、区医師会・区歯科医師会・区薬剤師会・医療救護隊のサテライ
トとなっている病院、訪問看護ステーション等と、連絡会議を実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

2 8 6 郵送料の増

・委託不可 ・該当なし

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定

⑤

事
業
計
画

細事業名称 災害医療体制構築事業

①非常用通信機器（MCA無線・衛星携帯電話）の区内災害通信訓練を実施。
②医療救護隊と区医療調整班の災害医療検証訓練の実施。
③災害時医療のぼり旗掲出訓練の実施

訓練回数

単位

増減説明

7 7

決算

年度 ３年度 ４年度

5 7

7 7 7 7想定

実績

7

客観的指標に
基づく分析

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・求めるべ
きではない



950000950,000

(2)実施手法

３年度 ４年度

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・国事業と
類似・重複

・目標設定
になじまな
い

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めてい
ない

・測ること
はなじまな
い

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度 ７年度

樹木剪
定・除草
委託料 円

0

31 32 32 33 33

７年度

想定 650,000 650,000 950,000

事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性

⑦

事
業
計
画

細事業名称 防災資機材置場整備事業

細事業概要
資材置場に保管している防災備品の調達、置場の樹木の剪定・除草を実施し、維持管理を行い
ます。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

993 951 ▲ 42 物品の再利用による減

細事業事業量 年度 元年度

客観的指標に
基づく分析

・該当なし
・求めるべ
きではない

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体

⑥

事
業
計
画

細事業名称 福祉避難所体制構築事業

細事業概要
災害時における要援護者の支援を円滑に進めるため、保土ケ谷区の災害対策の現状説明、福祉
避難所運営上の取組状況や課題等についての情報交換等を行う福祉避難所連絡会の実施及び福
祉避難所開設訓練を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 34 34

細事業事業量 年度 元年度

福祉避難
所協定締
結施設数

単位 想定 30 31

２年度

施設 実績 30 31 31 31

単位

分析
結果

・なし ・該当なし

３年度 ４年度 ５年度 ６年度２年度

増減説明

決算

801,002

客観的指標に
基づく分析

811,961

950,000 950,000

実績 306,879 635,946

・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可



指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

年度

2,445 ▲ 946 防災マップ発行部数の減少等による減

客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

25,000 15,000

７年度

３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

27,000 54,000

分析
結果

防災
マップ

発行部数

単位 想定

防災・減災啓発事業

防災倉庫追加設置拠点の増加による増

⑧

事
業
計
画

事
業
実
績

４年度

決算

５年度 ６年度

部 実績 10,000 20,000 27,000 15,000

・負担は適
切である

細事業名称

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

３年度

54,000 54,000 54,000

細事業概要
自助・共助による地域の防災力向上のために、減災運動推進大会の開催や効果的な広報啓発活
動を実施します。また、将来も見据えた地域防災の担い手育成のために、小学４年生を対象に
防災の関心を高める防災力検定を実施し、家庭での取組の促進にも繋げます。

細事業費
（千円） 3,391

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

⑨

事
業
計
画

細事業名称 地域防災拠点支援事業

細事業概要
震災時、感染症対策も踏まえた地域防災拠点の開設・運営が円滑に行われるように、地域への
支援を実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 397 1,303 906

800

人 実績 6,852 766 901 3,578

地域防災
拠点訓練
参加者数

単位 想定 8,300 6,900 800 800 800 800

・負担は適
切である

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・該当なし



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

警察、地域、関係団体と連携して地域の防犯力を向上することで、街頭犯罪を防止し、安心・安全・快適なまちづく
りを推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

商店街の空き店舗等を利用して設置した多目的防犯拠点を活用して、地域の防犯力向上を図
り、安全・安心なまちづくりを進めるとともに商店街や地域の活性化促進を支援するため補助
金を交付します。

コロナ収束による施設開所に伴う増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

防犯商店街活動支援事業

５年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 保土ケ谷区地域防犯力向上事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 19

事業概要

300 300 300 300 300

日 実績 304

単位 想定 300 300

243

開所日
数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

45 553 508

・該当なし
・目標を概
ね達成

4 0

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 4,220 4,501 281



人 1,173

・委託不可

1,174

想定 2 2 2 2

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 876

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度

1,264 1,290

７年度５年度

保険料単価の上昇に伴う増

６年度

2

こども110番あんしんの家支援事業

３年度 ４年度

単位 想定 1,258 1,264 1,290 1,290 1,290

795 83

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

1,290 1,290

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

2

３年度 ４年度

実績 2 1 2

②

911 委託料値上げによる増

キャン
ペーン・
コンクー

ル

35

単位 2

防犯啓発事業

（１）防犯物品・のぼり旗の配布：防犯物品や、のぼり旗等の啓発物品を配布し、地域の防犯
活動を支援します。（２）街頭防犯キャンペーン：警察等の関係団体と連携し、区内の犯罪動
向に合わせて街頭防犯キャンペーンを展開します。（３）防犯に関するコンクールの開催：コ
ンクールを実施することを通じて、多くの区民の防犯意識の向上を図ります。

細事業事業量

2

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・減る

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
子どもや女性などが通学時や外出時に身の危険を感じたときに犯罪から守るため、個人や商店
などの協力を得て、「こども１１０番あんしんの家」事業を実施しています。また、子ども防
犯の強化のため、新入学児童に防犯ブザーを配布します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 712

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

協力者
登録者

数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 防犯センター事業

細事業概要
防犯用品の展示・貸し出し、研修会の開催により防犯意識の向上、防犯情報の収集及び発信を
行うとともに、地域交流の場など防犯活動の核となる施設として活用します。建物はリース終
了により無償譲渡を受け、施設管理は管理運営委員会に委託します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

2,587 2,243 ▲ 344 剪定樹木の減少に伴う減

・委託の拡
大不可

・該当なし

日

年度 元年度 ２年度

分析
結果

256 256

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

236

255 256 256

260

決算

７年度

単位 256

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・維持

開館日
数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 213 261

指標

257



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,938 2,970 ▲ 968

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

7 13

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

827 469 ▲ 358

・該当なし
・目標を概
ね達成

18 18 18 18 18

校 実績 17

単位 想定 18 18

16

はまっ
子交通
安全教
室実施

校

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 交通安全対策事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 20

事業概要

・交通安全運動や交通安全教育を実施して交通事故の防止を推進します。
・駅周辺の自転車等放置防止のため、「自転車等放置防止監視員」を配置して利用者に啓発します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

各期の交通安全運動及び特別運動において啓発活動、交通安全用品の配布、区交通安全功労者
表彰、広報紙の発行、はまっこ交通安全教室の実施

消耗品購入量の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

交通安全運動・教育・啓発

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

箇所

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

4駅放置
自転車
台数（1
日）

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 保土ケ谷・天王町・星川・和田町駅自転車監視業務

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 636

・法律・政
令

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

路面標
示設置
個所

▲ 192

単位 24

交通安全対策事業

電柱巻や路面標示の設置と各種団体への活動助成補助金の支給。

細事業事業量

24

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

2,282 スクールゾーン標示設置数の減

75 75

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

24

３年度 ４年度

実績 27 18 28

②

元年度 ２年度

88 77

７年度５年度

放置自転車監視日数の減

６年度

24

自転車等放置特別対策

３年度 ４年度

単位 想定 85 85 75 75 75

218 ▲ 418

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

想定 24 24 24 24

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,474

・委託の拡
大不可

9979台



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　市民活動・生涯学習活動の拠点として、地域で活動する区民や団体間の連携・協働を図ります。区民の活動発表の
場を提供するなど、地域に密着したきめ細やかな支援を行ないます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

市民活動・生涯学習活動の拠点として、地域で活動する区民や団体間への支援を行ないます。
また、区内の区民利用施設との連携強化を進め、中間支援施設の核として、包括的な地域活動
支援を行ないます。センター実施事業でも、主体の一つとして連携して実施します。

備品未購入による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 市民活動支援事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 21

事業概要

15,000 20,000 20,000 20,000 20,000

人 実績 17,968

単位 想定 20,000 20,000

12,928

利用者
数

市民活動センター運営事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

3,887 3,727 ▲ 160

・該当なし
・目標を概
ね達成

7,790 10,417

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 4,179 4,037 ▲ 142



・民間移管
が可能

想定 30 30 23 30

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 291

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

18

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

30

３年度 ４年度

実績 27 19 19

②

310
令和３年度はコロナ禍により事業中
止としたため

参加団
体数

19

単位 30

ほどがや生涯学習フォーラム事業

　区内を中心に活動する生涯学習・市民活動の実施団体が相互交流、区民への活動PRを目的と
するフォーラムを学習グループ・市民活動団体の代表で組織された実行委員会に委託して実施
します。

細事業事業量

30

年度 元年度 ２年度

団体

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,279 1,770 491

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

3 3

４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

627 808 181

・該当なし
・目標を概
ね達成

3 3 3 3 3

講座 実績 3

単位 想定 3 3

3

講座実
施数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 はぐくみプロジェクト

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 22

事業概要

　区民が地域に関心を持つきっかけを作り、地域活動に参加する機会を設けることで、協働の担い手となる主体性の
ある人材の発掘・育成を行います。また、区民利用施設が連携して地域活動を活性化する体制づくりを目指し、施設
職員・区職員のスキルアップと情報共有を図り、区民との交流の機会を設けます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

興味関心の高いテーマではぐくみ塾参加へつなげる「生涯学習講座」、グループ運営の手法・
講座の企画方法などを学び、協働の担い手となる人材を発掘・育成する「はぐくみ塾」、はぐ
くみ塾修了生で組織する運営委員会に補助金を交付し地域の担い手となる人材の発掘や社会参
画力をはぐくむ「区民企画型講座」を地域づくり大学校と連携しつつ、区制100周年を見据えな
がら開催します。

補助金申請数増加のため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

区民向け事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

講座

講座実
施数

310

単位 3

施設職員向け事業

　地区センター、地域ケアプラザ等の区民利用施設、子育て支援拠点等の民間施設など、地域
に向き合う各施設職員及び行政職員の“共に学びあう場”として「コーディネート研修」「地
域デザインセミナー」を実施します。また、地域活動を始めたいと考える区民向けに「ステッ
プアップ補助金」を交付し、施設職員と区民との交流会等へ繋げます。

細事業事業量

3

年度 元年度 ２年度

961 区配予算の終了に伴う増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

3

３年度 ４年度

実績 1 3 1

②

3

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

想定 1 2 4 3

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 651

・一部委託
が可能



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 508 769 261

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

なし
(動画配信
のみ)

なし
(動画配信
のみ)

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

508 728 220

・該当なし
・目標を概
ね達成

500 500 300 300 300

人 実績 432

単位 想定 500
動画配信
(目標設定
なし)

104
(動画アクセス

約700)

来場者
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 読書活動推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 23

事業概要

区役所・図書館・学校・区民利用施設等が連携し、読書活動の啓発や読書に親しむ講座などを実施することで、保土
ケ谷区民の読書活動を推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

読書活動の推進にかかる講演会を実施します。

動画配信のための映像撮影費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

読書活動推進講演会

５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

参加者
数

41

単位 30

読書活動推進講座

本や読書に親しむ講座を実施します。
保土ケ谷図書館40周年を契機として、読書推進に資する連携事業を実施します。

細事業事業量

30

年度 元年度 ２年度

41 回収箱購入に伴う消耗品費の増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

30

３年度 ４年度

実績 中止 中止 中止

②

30

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・事務改善
が可能

・負担割合
の工夫が可
能

想定 30 30 30 30

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・委託の拡
大が可能



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,235 2,452 1,217

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

600 1,797

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

603 1,723 1,120

・該当なし
・目標を概
ね達成

3,600 6,000 6,000 6,000 6,000

人 実績 5,356

単位 想定 6,000 1,500

4,813

入場者
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 保土ケ谷芸術の街

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 24

事業概要

保土ケ谷区内の文化活動による地域振興を目指して、区民文化祭、区民ギャラリー、区民密着型コンサート及び区の
歌普及の各事業を実施します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

公会堂、岩間市民プラザ

コロナ影響の減による事業実施数の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

保土ケ谷区民文化祭事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

団体

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

実施回
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
区民に良質な音楽を提供し、気軽に楽しんでいただくことを目的として、地域に根差したオー
ケストラ等によるコンサートを実施し、区民を無料招待します。親子連れ等でも気軽に参加で
きる地域密着型の演奏会とします。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 116

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

展示団
体数

▲ 86

単位 52

区民ギャラリー事業

区役所１階と保土ケ谷駅ビル内の２か所に設置した展示ケースに、区民の文化作品の募集・展
示を行います。

細事業事業量

52

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

129 印刷数量減による委託料の減

1 1

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

52

３年度 ４年度

実績 51 42 51

②

元年度 ２年度

1 0

７年度５年度

コロナ影響減によりイベント開催し
たことによる増

６年度

51

区民オーケストラ事業

３年度 ４年度

単位 想定 1 1 1 1 1

300 184

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

想定 52 52 52 52

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 215

・委託不可

11回



5

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 0 1

4 5 5

5

決算

７年度

単位 5

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・負担は適
切である

・維持

出演回
数

5 5

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

3

④

事
業
計
画

細事業名称 区の歌普及事業

細事業概要
保土ケ谷区制80周年を記念して平成19年に制定した区の歌「わがまち、保土ケ谷」を普及させ
るため、区民で組織される合唱団に委託して実施します。また、区制100周年に向け、区民オー
ケストラと合唱団の合同演奏会等、新たな企画を検討していきます。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

300 300 0

・委託の拡
大不可

・該当なし

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,262 3,562 1,300

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

6 26

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,300 1,322 22

・該当なし
・目標を概
ね達成

26 40 40 40 40

大会 実績 41

単位 想定 44 29

35

区民大
会数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツの街ほどがや推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 25

事業概要

スポーツ推進委員や区スポーツ協会と協力して、年齢・性別問わず区民の誰もがスポーツに親しみ、交流できる環境
づくりを推進します。子どもから大人まで幅広い年代が参加できる大会の実施をとおして、区民の健康を維持し、ス
ポーツへの関心を高めます。また、保土ケ谷区をホームタウンとして活動する唯一のプロスポーツチームである横浜
FCとの協働を通じ、スポーツをとおした区民の暮らしの充実やまちの活性化を図ります。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

12競技団体の連絡・調整を担う事務局の運営費を補助するほか、各種スポーツ大会（区民大
会）の開催及び活動の経費を補助します。

神奈川県最低賃金増に伴う人件費増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

スポーツ協会事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

横浜FC
関連事
業数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
ホームタウン活動に関する４者協定に基づき、横浜FCや区連会、区商連とも連携しながら事業
を実施し、ホームタウン活動を推進します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 191

・なし
・民間と競
合

・目標を概
ね達成

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

大会実
施数

1,005

単位 4

各種スポーツ大会事業

地域におけるスポーツの普及活動に主体的な役割を果たしているスポーツ推進委員が開催する
スポーツ大会について支援します。

細事業事業量

4

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

1,164
新型コロナにて中止となっていた大
会の再開による増

4 4

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

4

３年度 ４年度

実績 3 0 0

②

元年度 ２年度

5 4

７年度５年度

横浜FC昇格に伴う事業増による増

６年度

3

プロスポーツ連携事業

３年度 ４年度

単位 想定 5 5 4 4 4

1,076 885

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

想定 4 4 4 4

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 159

・委託不可

33回



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,390 1,953 563

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

3 3

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

724 1,248 524

・該当なし
・目標を概
ね達成

3 3 2 2 2

事業 実績 3

単位 想定 3 3

2

連携事
業数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 がやっこ育成事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 26

事業概要

　青少年健全育成活動等に要する経費を補助するとともに、地域の資産（横浜国立大学や水田）と連携、活用し、未
来を担う青少年が健やかに成長できる地域環境の実現を図ります。また、児童から学生、高齢者まで様々な区民の世
代間交流の場をつくるとともに、事業を通じて地域の新たな担い手として活躍していただくきっかけを作ります。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

国立大学法人横浜国立大学へ委託すにより「がやっこ先生」「がやっこ科学教室」「がやっこ
探検隊」実施します。
(1)がやっこ先生
　教員志望の学生を区内市立小中学校へ派遣し、学業面での支援に限らず、幅広い活動におい
て子どもたちを支援することにより、子どもたちの学校生活の充実化を図ります。
(2)がやっこ科学教室
　教員・学生と協働して、自然科学・人文科学の不思議さや面白さを伝え、子どもたちの好奇
心と探究心を育みます。
(3)がやっこ探検隊
　参加した子供たちが地域・友人への愛情や生きる力を育んでもらうことを目的として、保土
ケ谷区に在住・在学の小学３～６年生を対象に、学生の企画・運営による、日頃経験できない
ような様々な体験学習（宿泊体験を含む）を実施します。

事業拡充に伴う増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

みんなで育む　がやっこ事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

企画数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
地域において活動する子ども会育成者及びジュニアリーダーの資質向上のために実施する研修
や子ども会が行う事業に係る経費を補助します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 96

・規則・方
針

・民間と競
合

・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

どろん
こ教室
開催数

0

単位 13

ほどがや☆元気村事業

保土ケ谷区内の水田という貴重な資源を活用した稲作体験（どろんこ教室）を実施します。事
業を区民のボランティアが主体的に組織する実行委員会に委託することで、地域の新たな担い
手に活躍していただくきっかけを作るとともに、参加児童と保護者、多世代からなる実行委員
会、地域住民といった様々な区民の交流の場を作り、青少年を地域で育みます。

細事業事業量

13

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・減る

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

570

5 5

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

13

３年度 ４年度

実績 13 5 10

②

元年度 ２年度

3 3

７年度５年度

コロナ影響減少による事業一部再開

６年度

12

子ども会育成者研修事業

３年度 ４年度

単位 想定 6 5 5 5 5

134 38

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

想定 13 13 13 13

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 570

・委託の拡
大不可

33回



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,808 533 ▲ 1,275

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

12 12

４年度 増減説明

決算

・全部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,808 533 ▲ 1,275

・該当なし
・目標を概
ね達成

12 10 12 16 20

箇所 実績 9

単位 想定 9 12

11

実施施
設数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域が見守る子どもたちの放課後事業

所管区局・課 保土ケ谷 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 27

事業概要

放課後を地域が子どもを見守り・育くむ場ととらえ、地域の方々と様々な形で関わることで、子どもたちの社会性や
コミュニケーション力の成長の一助とします。また、地域の埋もれた人材を発掘し、放課後に地域と子どもたちが関
わることで地域とつながりを持ち、育った街に対する愛着を育みます。

細事業の分析

①

・負担割合
の工夫が可
能

放課後キッズクラブ・放課後児童クラブの子どもたちが地域の方々と、学習支援や様々な体験
を通し、交流を実施します。また、地域における見守り活動や学習支援活動を通し、地域が子
どもたちを育む土壌を形成します。

事業管理費等の見直しによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域の方々との交流・学習支援

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

参加者

0

単位 50

支援員研修

放課後児童支援員の資質向上のため、区で独自に講師を選定し研修を実施します。

細事業事業量

50

年度 元年度 ２年度

0

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

50

３年度 ４年度

実績 - - -

②

148

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定 - - - 50

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・全部委託
が可能



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 4,345 4,529 184

分析
結果

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠

・該当なし・増える
・規則・方
針

負担の
公平性

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

679 739 60

・該当なし
・目標を下
回った

1,752 1,070

妥当性 事業実績
効率性・経済性

1,500 2,500 2,500 2,500 2,500

人 実績 2,855

単位 想定 2,500 2,500

1,073

参加者
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ほどがやhappy子育て～妊娠期からの安心サポート

所管区局・課 保土ケ谷 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 28

事業概要

地域で孤立しない育児ができるように、人とつながる子育てを支援していくため、「安心して子育てできるまち保土
ケ谷」として、妊娠期からトータルで子育てをサポートする事業を実施します。なお、実施にあたっては、各地区の
特徴を生かし、地域の多世代の方々や子育て関係機関と連携しながら進めていきます。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

専門職による育児に関する講話、育児相談、親子の交流、父母間のより良いコミュニケーショ
ンのとり方、情報交換を実施します。また、近隣保育所の保育士や福祉保健課健康づくり係、
自治会役員や多世代の参加など多様な関係者の協力を得ながら、各地区の特色を生かし実施し
ます。

会場使用料の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域赤ちゃん教室

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

翻訳資
料

▲ 485

単位 0

細事業事業量

0

年度 元年度 ２年度

数

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

乳幼児
健診参
加者数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
乳幼児健診の待ち時間を利用した遊びの紹介や、子育てに関する地域情報の提供を継続して実
施します。また、１歳半健診で要支援となった世帯を対象に、郵送返信で連絡を行い、健診後
の確実なフォローにつなげます。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 737

・法律・政
令

・国水準に
上乗せ・横
出しあり

・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めてい
ない

客観的指標に
基づく分析

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

4,000

７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性

実施手法の変更に伴う減

外国人親子への子育て情報提供

当初目的であった子育て支援拠点と国際交流ラウンジとが協力し、講座や交流、情報提供を行
い外国人の親子の居場所ができてきました。令和４年度は、子どもの発達や育児に関する資料
を英語・中国語に翻訳し、乳幼児健診や赤ちゃん教室等で外国人の親子に提供していきます。

５年度

委託内容の精査による削減

６年度

2

乳幼児健診来庁者への情報提供

３年度 ４年度

・求めてい
ない

事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

5,000 5,000

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

0

３年度 ４年度

実績 - 2 2

②

単位 想定 5,000 5,000 4,000 5,000 5,000

727 ▲ 10

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・民間移管
が可能

元年度 ２年度年度

実績

想定 - 2 6 5

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 596 111

3,5683,583人 6,000



6,000

・該当なし
・目標を概
ね達成

・民間移管
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めてい
ない

・維持 ・なし

回

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 7,000 7,000

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

2

指標

1

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

分析
結果

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

7,000 7,000 7,500

3,000

決算

７年度

単位 7,500

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・求めてい
ない

・増える

保育所
入所案

内

7,500 7,500

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

6,000

④

事
業
計
画

細事業名称 お役立ち情報の充実

細事業概要
ホームページに最新の子育て情報（保育所情報等）を掲載するとともに、保育所入所に関する
保土ケ谷区独自の資料を作成します。また、子育て支援マップを作成し、こんにちは赤ちゃん
訪問時や転入手続きの際に配布します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

671 622 ▲ 49 印刷部数調整による減

・委託不可
・財源確保
が可能

部

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 766 114 ▲ 652 事業者主体とすることによる減

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

法人向
け研修
開催

単位

増減説明

0 0

決算

年度 ３年度 ４年度

1 4実績

1

⑤

事
業
計
画

細事業名称 ほめ方・しかり方練習講座

令和元年度から令和３年度まで、親子関係を良くするためのほめ方・しかり方講座を親と子の
つどいの広場４法人に事業委託し実施してきました。令和４年度からは各法人が自主的に講座
を実施し、区では広報やファシリテーターへのフォローアップ研修を実施し、後方支援を行い
ます。

2 1 1 0想定



客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

・維持

妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

市民ニーズ

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度 ７年度２年度 ３年度 ４年度

7 7 7 7 7

参加者
数

人⑦

事
業
計
画

細事業名称 ほどがやこどもニコニコフェスタ

細事業概要

子育て世代をはじめ広く多世代の区民を対象に子育てに関する事業の周知を行うため、講演会
やイベントを開催します。開催にあたっては、感染症対策を考慮しながら、虐待防止推進月間
である11月に、地域の子育て支援団体に委託し、協働で行います。【内容】関係機関事業案
内、保護者のサークル活動や子育てサロン紹介、親と子の集いのひろば体験事業など

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

500 500 0

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

増減説明

決算

184

200

７年度

想定 2,000 2,000

1,500

⑥

事
業
計
画

細事業名称 地域子育て支援連絡会

細事業概要

地域ケアプラザ・地域子育て支援拠点こっころ・区社協・育児支援センター保育園・区が事務
局となり、子育てに関連する機関や関係者が集まり、妊娠期からの地域での子育て支援に取り
組みます。【内容】研修や情報交換のための全体会年１回、７か所の地域ケアプラザごとのエ
リア別連絡会の開催（３～５回/会場）、各エリア事務局スタッフへの研修年１回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 397 251 ▲ 146 購入物品の精査による減

細事業事業量 年度 元年度

指標

地区 実績 7 0 7 7

単位

分析
結果

・規則・方
針

・民間と競
合

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

実施根拠

・求めてい
ない

(1)実施主体 (2)実施手法

216

・契約方法
の工夫が可
能

・求めてい
ない

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし

200 2,000 2,000

実績

200

981

・目標を下
回った

・委託の拡
大不可

エリア
別

全大会

単位 想定 2 1 1 2 2 2 2

回 実績 2 1 4 2

単位 想定 7 7



客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

- 2,000

分析
結果

- - -

子育てアンケートの実施

細事業概要

平成24年度から５年おきに子育てアンケート調査を実施しており、区の子育て支援事業に取り
組んできました。平成29年度から５年経過し、コロナ禍により生活様式が変化する中で、養育
者のニーズや支援希望内容を把握するためにアンケートを実施します。調査内容を助言者と考
察してくとともに、調査方法、解析を事業者に委託し、結果を今後の事業に生かします。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

⑧

事
業
計
画

事
業
実
績

４年度

決算

５年度 ６年度

件 実績 - - - 3,025

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

・委託の拡
大不可

・事務改善
が可能

・求めてい
ない

細事業名称

0 1,152 1,152 定期実施(５年毎)による増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度

細事業費
（千円）

７年度

アン
ケート
回答数

単位 想定 - -



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 812 621 ▲ 191

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

900 800

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

534 373 ▲ 161

・該当なし
・目標を概
ね達成

800 1,000 1,000 1,000 1,000

部 実績 0

単位 想定 0 900

500

災害・
防災ハ
ンド

ブック

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ほどがやhappy子育て～保育所による妊娠期・未就学児支援事業

所管区局・課 保土ケ谷 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 29

事業概要

「安心して子育てできるまち保土ケ谷」として、妊娠期から学齢期前まで、トータルで子育てをサポートする事業を
実施します。なお、実施にあたっては、各地区の特徴を生かし、地域の多世代の方々や子育て関係機関と連携しなが
ら進めていきます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

市立保育所が持つ機能を活用し、妊娠期の方及び未就学児親子を対象とした園庭開放、絵本の
貸し出し、ランチタイム(食育)等を実施します。また、園に気軽に足を運んでもらえるよう、
スタンプカードを作成・配布します。さらに、保育士視点で作成した災害・防災ハンドブック
や日めくりカレンダーを配布することで、保育所として地域の子育てをサポートします。

スタンプカードの自作による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

保育所ひろば（保土ケ谷区版）

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

実施回
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
市立保育所在園児に対して、地域の様々な人材に保育園応援隊として経験豊かな技術の披露を
していただくとともに、世代間交流の一層の充実を図ります。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 188

・なし ・該当なし
・目標を上
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

実施回
数

43

単位
広場１回

育児講座５
回

ほがらか広場・ほがらか育児講座

区内公私保育所が合同で、親子向けの遊びを紹介する「ほがらか広場」（年１回）や、保育士
が地域の子育てサロンに出張し、子育てに関する情報提供などを行う「ほがらか育児講座」
（年５回）を開催します。

細事業事業量

広場１回
育児講座５

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

135 中止していたイベントの再開による増

20 20

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

広場１回
育児講座５

回

３年度 ４年度

実績
広場１回

育児講座６
回

広場０回
育児講座２

回

広場０回
育児講座３

回
②

元年度 ２年度

20 2

７年度５年度

事業の縮小に伴う減

６年度

広場１回
育児講座６回

保育園応援隊

３年度 ４年度

単位 想定 20 20 20 20 20

113 ▲ 75

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定
広場１回

育児講座６
回

広場１回
育児講座５

回

広場１回
育児講座５

回

広場１回
育児講座５回

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 92

・委託不可

4022回



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,045 1,734 689

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

200 200

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

508 1,252 744

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

200 800 1,600 1,600 1,600

人 実績 200

単位 想定 200 200

800

啓発
物品

配布数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 こどもを守ろう！地域子育てつながり事業

所管区局・課 保土ケ谷 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 30

事業概要

こども虐待防止について広く区民に関心を持ってもらうとともに、子育て支援に関わる関係機関や地域との連携を強
化し、地域の見守りの力を高めます。また、孤立しやすいひとり親の養育者について、貧困対策や女性の自立のため
の支援を行い、安定した生活につなげます。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

児童虐待防止について、地域で開催される催し物などを通した普及啓発を継続して行います。
また、コロナ禍における新たな啓発の手段として、親しみやすい啓発動画を作成し、区庁舎モ
ニターに映写します。

啓発動画の作成による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

児童虐待防止啓発事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

相談者
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
女性が自立した生活を送れるよう、生活相談や、ＤＶ・離婚等の弁護士相談を実施します。
【内容】ファイナンシャルプランナーによる家計相談(年６回)、弁護士によるＤＶ・離婚等相
談(年６回)、連絡会(年１回)

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 240

・法律・政
令

・民間と競
合

・目標を下
回った

・委託の拡
大不可

・契約方法
の工夫が可
能

・求めてい
ない

客観的指標に
基づく分析

地区要
対協実
施回数

▲ 81

単位 8

要保護児童対策地域協議会

保護や支援の必要な家庭を地域で支えていくために、関係機関が守秘義務を順守し、支援方法
を検討する会議を開催します。
【内容】学校・病院・医師会・警察・児童相談所・民生委員児童委員など地域専門機関との連
携強化を目的とした実務者全体会議を年１回、地域ケアプラザエリア別の関係機関等で構成す
る会議を７地区で各年１回ずつ開催します。
　また、こども家庭相談リーフレットを区内保育園・幼稚園・小学校・中学校等に配布し、乳
幼児期から学童期・思春期までの相談窓口を周知します。

細事業事業量

8

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

216 コロナによる事業の一部中止による減

15 15

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

8

３年度 ４年度

実績 7 3 4②

元年度 ２年度

25 25

７年度５年度

相談実績増による報償費の増

６年度

3

女性の離婚等のための相談事業

３年度 ４年度

単位 想定 20 16 10 15 15

267 27

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・国事業と
類似・重複

・目標を下
回った

・該当なし
・求めてい
ない

年度

実績

想定 7 7 7 7

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 297

・委託不可

127人



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,005 1,452 447

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

58 98

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

- 599 -

・該当なし
・目標を下
回った

240 240 240 240 240

人 実績 254

単位 想定 240 240

88

参加者

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ほどがや歯っぴいHealth事業

所管区局・課 保土ケ谷 福祉保健 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 31

事業概要

口腔の健康状態は全身に大きく影響します。歯の生え始めからのむし歯予防、成人期以降の歯周病予防、そして、
オーラルフレイル予防まで、生涯にわたって口腔内を健康に保っていくために必要な知識や口腔内のお手入れ方法
を、実技指導等を取り入れながら啓発します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

１歳児は、歯が生え始めむし歯の心配も高まる時期ですが、仕上げ磨きを嫌がってしまいま
す。こうした不安を抱える１歳前後の保護者を対象に、むし歯予防のための食習慣や、嫌がる
子どもに対する仕上げ磨きの方法、保護者の歯周病予防等についてのグループワークや実習を
実施します。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

歯っぴいいきいき１歳児事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加者

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

保護者の口の健康状態が、子どもの口の健康に大きな影響があることや、20歳代からの歯周病
予防の大切さを説明し、歯周病セルフチェック表等を利用して個別相談を行います。子育てに
忙しく、自分のことが後回しになりがちな保護者に対して、出席率の高い4か月児健診事業等と
同時に実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 -

・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めてい
ない

客観的指標に
基づく分析

実施
回数

-

単位 1

親子健康まつり事業

歯科医師会、保健活動推進員、食生活等改善推進員と協働で、親子の健康についての啓発イベ
ントを開催します。むし歯や歯周病予防、食育や運動習慣の定着、健康チェックの重要性な
ど、総合的に実施することにより、より効果的な啓発を行います。

細事業事業量

1

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

51

1,350 1,350

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1

３年度 ４年度

実績 1 1 1

②

元年度 ２年度

1,190 907

７年度５年度 ６年度

1

産前産後ママのお口のヘルスアップ事業

３年度 ４年度

単位 想定 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350

173 -

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定 1 1 1 1

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 -

・委託不可

329600人



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

・増える ・条例

1

分析
結果

人

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 0 0

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

100

指標

72

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

1 1 1

1

決算

７年度

単位 1

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・増える

実施
回数

1 1

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

0

④

事
業
計
画

細事業名称 区民まつり　むし歯クイズ

細事業概要

歯科衛生士が小学生・幼児連れを対象に、むし歯クイズを通じてむし歯予防を啓発します。
・○×クイズで、むし歯の原因や年齢ごとの1日の砂糖摂取量の目安を知ってもらう。
・砂糖量クイズで、普段の砂糖摂取量を振り返ってもらう。
・問題の正解と詳しい解説及び啓発リーフレットを配布し、説明と質疑で理解を促す。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

- 40 -

・委託不可 ・該当なし

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） - 32 -

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

イベント
参加者

単位

増減説明

450 450

決算

年度 ３年度 ４年度

250 0実績

450

⑤

事
業
計
画

細事業名称 医療関係団体との協働によるイベント事業

・横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例に基づき、保土ケ谷歯科医師会と共催しているイベ
ント会場にて、来場者を対象に口腔保健の機能チェック、食生活（適正な塩分量など）の啓発
を行います。また、保土ケ谷区歯科医師会と協働によるオーラルフレイル予防・歯周病予防教
室等で予防の啓発を行います。

450 450 450 450想定



客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・増える

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度 ７年度２年度 ３年度 ４年度

4 4 4 4 4

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

・求めるべ
きではない

実施
回数

回

⑦

事
業
計
画

細事業名称 歯っぴいサポート事業

細事業概要

区役所での直接的な支援や啓発では参加が限られるため、口腔衛生の実技指導を交えた出張出
前講座を開催します。地域の親子が集う子育てサロンなどの場で、子どもの虫歯予防と保護者
の歯周病予防の啓発を行います。また、地域ケアプラザや学校など出張の場を拡大するととも
に、オーラルフレイル予防の啓発も加え、回数を増やして実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

- 456 -

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

増減説明

決算

10

15

７年度

想定 15 15

⑥

事
業
計
画

細事業名称 地域保健関係者への研修事業

細事業概要
地域人材の歯科口腔保健に関する理解促進を図ることで、地域へ効果的な普及啓発を促進しま
す。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 - 102 -

細事業事業量 年度 元年度

指標

実施
回数

単位 想定 4 4

回 実績 4 4 0 2

単位

分析
結果

・規則・方
針

・該当なし

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

8

・該当なし
・求めるべ
きではない

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし

15 15 15

実績

15

15 15

・目標を下
回った

・委託不可



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　「働き・子育て世代」（30～50代）中心とした区民へ健康に関する情報提供やきっかけづくりをすることで、自分
自身で健康の維持・増進をする機運を高めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

　働き・子育て世代の57.2％が健康に対する関心が低く、約80％が健康に資する取り組みがで
きていません。そのため健康への興味・関心を高めるための情報提供を実施します。提供する
情報の追加や拡充を図るとともに、作成した啓発媒体の更なる活用を行います。

体験型プログラムの委託料による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ほどがや元気づくり事業

所管区局・課 保土ケ谷 福祉保健 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 32

事業概要

35,000 35,000 35,000 35,000 35,000

枚 実績 10,500

単位 想定 ＿ ＿

10,000

情報誌
の作

成・配
布

ほどがや元気情報の啓発媒体の作成と活用

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

449 2,951 2,502

・該当なし
・目標を概
ね達成

6,500 14,000

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,791 3,753 1,962



回数 1

・委託不可

2

想定 1 1 1 1

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度

1 3

７年度５年度

経費節減による減

６年度

1

業界団体・区内企業向け支援

３年度 ４年度

単位 想定 10 10 10 10 10

34 ▲ 730

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

10 10

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1

３年度 ４年度

実績 1 0 0

②

20 運動支援講座等による増

子育て
支援拠
点等で
の講座

20

単位 1

未就学児の保護者向け子育て支援拠点等での健康啓発

子育て支援拠点などの既存の場を活用し、保護者が自分自身の健康状態に気づくことができる
よう、簡単な健康チェックを実施します。腰痛や肩こりなどを改善するための情報提供を通じ
て、１日に必要な運動負荷などを紹介します。

細事業事業量

1

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
身近な職場が健康づくりに対する意識・関心が高くなることで、働き子育て世代にも波及的効
果をもたらします。横浜健康経営の視点から、区内中小企業の従業員の生活習慣改善（運動・
食生活、口腔衛生）に向けて、企業と協働しながら健康啓発を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 764

・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

回数

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

企業・
業界団
体に向
けた支

援

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 各種イベントでの啓発

細事業概要 健康づくりに関心を持ってもらうための啓発を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

578 748 170 消耗品費の増　

・委託不可 ・該当なし

人

年度 元年度 ２年度

分析
結果

3,750 3,750

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

2,566

3,750 3,750 3,750

1,070

決算

７年度

単位 3,750

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・求めるべ
きではない

・維持

イベン
ト参加

者

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 0 0

指標

3,750



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう、その人の状態に応じて健康づくり・介護予防及び
社会参加等を支援するとともに、本人・家族及び地域の支え合いや介護、医療、関係機関の連携を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

横浜型地域包括ケアシステムの構築に向けた保土ケ谷区アクションプラン（区アクションプラ
ン）に基づき、健康づくり、介護予防を推進し、健康寿命を延ばす取組を進めます。

アンケート調査実施に伴う増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

きらり☆シニア事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 輝けシニア！2025事業

所管区局・課 保土ケ谷 高齢・障害支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 33

事業概要

100 100 121 128 135

箇所 実績 96

単位 想定 － 100

105

きらり
☆シニ
ア塾認
定数

４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

219 734 515

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

98 100

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 814 1,333 519



人 1,141

・委託の拡
大が可能

1,562

想定 126 122 116 116

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 140

・事務改善
が可能

・求めてい
ない

年度

実績

元年度 ２年度

1,122 793

７年度５年度

啓発物品購入による増

６年度

106

認知症高齢者等支援事業

３年度 ４年度

単位 想定 1,400 1,400 700 700 1,000

250 100

分析
結果

・減る
・法律・政
令

・国水準に
上乗せ・横
出しあり

・目標を概
ね達成

1,000 1,000

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

116

３年度 ４年度

実績 126 122 116

②

228 事業周知のための郵送代増

老人ク
ラブ数

88

単位 116

老人クラブ支援

増加しているひとり暮らし高齢者、認知症高齢者、高齢者のみの世帯が、地域の中で孤立せ
ず、生きがいに満ちた人生を送るために、仲間づくりと生きがいづくりを促進する事業を老人
クラブと共催で実施します。高齢者作品展及び囲碁・将棋大会で記念品を配布、参加の魅力を
上げ、参加者数増による活動の活性化を図ります。

細事業事業量

116

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
認知症になっても、住み慣れたまちで暮らし続けることができる保土ケ谷区を目指し、区民へ
認知症の理解、対応、見守りについての普及啓発を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 150

・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

認知症
サポー
ター養
成数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



⑤

事
業
計
画

細事業名称 地域包括ケア推進事業

　区アクションプラン推進のため、区内７か所の地域ケアプラザで実施されている地域包括ケ
ア会議等で挙げられた地域課題の解決に取り組めるよう、地域包括支援センター職員を対象と
した研修を実施します。

7 7 7 8想定

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 107 121 14 資料作成費による増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

地域ケ
ア会議
開催数
（包括
レベ
ル）

単位

増減説明

8 8

決算

年度 ３年度 ４年度

0 0実績

7

④

事
業
計
画

細事業名称 見守り支援推進事業

細事業概要
地域における見守り支援の意識の醸成を図るとともに、具体的な見守り支援策に地域が自主的
に取り組むことができるよう支援します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

199 0 ▲ 199 事業未実施による減

・民間移管
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

6 6

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

ー

ー 5 6

0

決算

７年度

単位 6

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし
・民間と競
合

・目標設定
になじまな
い

・負担割合
の工夫が可
能

・増える

見守り
に関す
る検討
会議実
施数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 ー 4

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

5

指標

5

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

回

指標

分析
結果

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

・増える
・規則・方
針

ー



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 54 96 42

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目 一般

差引（増減）

0 0

放課後
事業

実施回数

単位 想定 28 28 4 0 0

・維持 ・条例

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

長期休み
事業

実施回数

事
業
計
画

長期休み期間事業・休日事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

0 0

回 実績 20 8 1 0

事
業
実
績

2 2 2 2 2

回 実績 2

単位 想定 4 2

2

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 保土ケ谷区学齢障害児フレンドサポート事業

所管区局・課 保土ケ谷 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 34

事業概要

障害児と家族が身近な地域で安心した生活が送れるよう、学齢障害児に外出の機会を設け、地域での余暇活動を支援
します。(令和３年度まで実施していた放課後事業を令和４年度は廃止）

細事業の分析

①

・負担は適
切である

《長期休み事業》障害児とボランティアが余暇活動をともに楽しみ、障害の理解につなげま
す。
　【内容】模擬店、教室、イベント等の実施　回数：２回　　実施者：地域ケアプラザ及び地
域活動ホーム
《休日事業》障害児と家族が、地域で交流の機会をもちます。
　【内容】外出及び模擬店、教室、イベント等の実施　回数：２回　実施者：地域ケアプラザ
又は地域活動ホーム

中止していた事業の一部再開による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

休日事業
実施回数

単位 想定 1 3 1 1 2 2 2

回 実績 0 0

(1)実施主体 (2)実施手法

54 96 42

・民間と競
合

・目標を下
回った

0 0



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

 障害者支援関係機関が課題解決に向けて話し合う保土ケ谷区地域自立支援協議会の円滑な運営及び活動を支援しま
す。また、協議会の部会活動として実施している自主製品販売の販路確保を支援するとともに、精神部会においては
「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の推進に向け、訪問支援（アウトリーチ）を充実していきます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

自立支援協議会に協議会全体会及び専門部会を６部会設置し、関係機関同士の情報共有と支援
の質の向上を図ります。・施設や事業所等の職員を対象とした研修会を実施。・精神部会の多
職種支援チームで、精神科医療の未治療者や治療中断者への訪問支援（アウトリーチ）を実
施。

アウトリーチ支援事業の通年実施による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

連携推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 障害者地域支えあい連携推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 高齢・障害支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 35

事業概要

2 2 2 2 2

回 実績 2

単位 想定 2 2

2

研修

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,146 1,286 140

・該当なし
・目標を概
ね達成

1 1

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,441 1,534 93



・委託不可

想定 200 200 100 150

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 295

・該当なし
・求めるべ
きではない

20

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

200

３年度 ４年度

実績 212 25 54

②

248
新型コロナウイルスの感染拡大によ
る販売日数減少による減

販売日

▲ 47

単位 200

自主製品販売促進事業

通所事業所等による自主製品販売の販路確保及び拡大を図り、障害者の社会参加の機会拡大と
工賃向上を目指します。
・老人クラブボランティアの協力による区役所内販売の実施。
・保土ケ谷駅や区民まつり、地元高校文化祭等への出張販売を通じた販路拡大。

細事業事業量

150

年度 元年度 ２年度

日

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

障害のある方の社会参加の機会を増やすとともに、区庁舎の窓口環境の向上を目的に、障害福祉事業所と連携してフ
ラワーアレンジメントを作製し、区役所内の窓口に展示します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

原則、毎週月曜日に、障害福祉事業所の利用者がフラワーアレンジメントを作製して、各窓口
にお届けし展示します。そして、毎週木曜日に、水やりとお花のメンテナンスを行います。

設置個所増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

ほどがや花のおもてなし事業

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ほどがや花のおもてなし事業

所管区局・課 保土ケ谷 高齢・障害支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 36

事業概要

7 8 8 9 9

実績 0

単位 想定 0 7

7

参加事
業所数

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

886 928 42

・該当なし
・目標を概
ね達成

7 7

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 886 928 42



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 765 636 ▲ 129

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

0 1

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

149 150 1

・国事業と
類似・重複

・目標設定
になじまな
い

0 0 0 0 0

件 実績 1

単位 想定 0 0

0

食中毒
発生件

数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 暮らしの衛生サポート事業

所管区局・課 保土ケ谷 生活衛生 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 37

事業概要

生活衛生に関する最新情報や正しい知識についてわかりやすく啓発し、区民の安全・安心な食と生活環境づくりを支
援します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

・啓発物品配布や、広報ツールを活用して区民への食中毒予防の啓発を図ります。

価格高騰のため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

食の安全支援事業

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

件

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

啓発実
施回数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 ・地域防災拠点訓練や区民まつり等で、飼い主に災害時ペット対策について啓発します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 325

・法律・政
令

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・一部委託
が可能

・該当なし
・求めてい
ない

客観的指標に
基づく分析

みんな
の食堂
件数

▲ 84

単位 14

生活衛生事業発信事業

・食品を原因とする危害発生防止のため、営業者やみんなの食堂等への衛生支援を行います。

細事業事業量

13

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

208
新型コロナウイルス感染症の影響に
よる啓発活動に伴う物品購入の減

20 30

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

15

３年度 ４年度

実績 8 10 11

②

元年度 ２年度

54 1

７年度５年度

新型コロナウイルス感染症の影響に
よる啓発活動に伴う物品購入の減

６年度

12

災害時の衛生対策事業

３年度 ４年度

単位 想定 30 1 5 10 10

278 ▲ 47

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めてい
ない

年度

実績

想定 8 10 11 12

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 292

・委託の拡
大が可能

126回



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　第４期保土ケ谷ほっとなまちづくり（地域福祉保健計画）(計画期間：令和３年度から令和７年度まで）を推進し
ます。また、庁内で連携するとともに、各地域が抱える様々な課題に対し主体的に取組を進められるよう、地区支援
チームが支援します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

ほっとなまちづくり推進会議の開催、希望地区へのアドバイザー派遣、地区支援チームによる
各地区の取組支援、ほっとなまちづくりフォーラムの開催、区の地域資源を活用したPR事業等

地区懇談会未開催に伴うアドバイ
ザー派遣の機会の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

保土ケ谷ほっとなまちづくり推進事業

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 保土ケ谷ほっとなまちづくり推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 福祉保健 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 38

事業概要

250 250 250 250 250

回 実績 244

単位 想定 250 250

318

各地区
への取
組支援
（会合
への出
席等）

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,017 866 ▲ 151

・該当なし
・目標を上
回った

185 152

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,018 866 ▲ 152



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,055 1,929 874

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

17,956 15,844

あんしん訪問事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,055 944 ▲ 111

・該当なし
・目標を下
回った

24,000 24,000 24,000 24,000 24,000

世帯 実績 24,395

単位 想定 24,000 24,000

18,133

訪問世
帯数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域見守り推進事業

所管区局・課 保土ケ谷 福祉保健 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 39

事業概要

 ひとり暮らし高齢者等が地域でつながりを持ち、孤立せずに安心して暮らすことができるよう、民生委員・児童委
員だけでなく、地域にお住いのあんしん訪問員（ボランティア）が民生委員・児童委員を通じて、区役所や地域包括
支援センター等と連携しながら継続的に見守ります。また、民生委員・児童委員の活動を補佐する協力員を配置し、
物理的・精神的負担軽減を図るとともに、その活動を地域住民に正しく理解していただくための広報・啓発を行いま
す。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

 (1) 地区推進委員会：あんしん訪問員（民生委員、友愛活動員など）の選出、地区研修会の実施等
 (2) あんしん訪問事業：訪問員による高齢者等に対する継続的でゆるやかな見守り（訪問、電話、町で
の声掛け等）
 (3) 区の役割：各地区推進委員会への事業費補助及び必要物品作成（ＰＲカード。高齢者等連絡票、あ
んしんカード等）
     区研修会、区連絡会（地区推進委員会会長・副会長等が構成員）の開催及び各地区推進委員会主催
の研修会等への支援

１地区補助金交付申請せず

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

QA集作
成・配

付

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
民生委員・児童委員の活動を広報・啓発するためのチラシ・ポスター・展示用パネルの作成
委員、委員候補者、自治会町内会長等対象としたQA集の作成・配付

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可
・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

協力員
数

742

単位 40

民生委員・児童委員協力員

 (1) 民生委員が協力員を希望する場合、民生委員１人に対し原則１人の協力員を配置
 (2) 自治会町内会長及び地区民児協代表による推薦を受け区長が委嘱（ボランティア、無報
酬、活動費（民生委員の約1/3）を支給、依頼期間：民生委員任期以内の１年（再任可））

細事業事業量

40

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

742 区配事業から自主企画事業へ転換

500 1,500

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

40

３年度 ４年度

実績 31 33 25

②

元年度 ２年度

- -

７年度５年度

改選期のポスター作成

６年度

49

民生委員・児童委員活動の広報・啓発

３年度 ４年度

単位 想定 - - - 1,500 500

242 242

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定 25 35 35 40

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・委託不可

800-部



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

各課で事務・運営を行っていくために必要な事務費を適正に執行します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

局から区役所へ統合された事務経費を執行管理する。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

統合事務費

５年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 統合事務費

所管区局・課 保土ケ谷 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 40

事業概要

実績

単位 想定

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

25,616 25,442 ▲ 174

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 25,616 25,441 ▲ 175



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 7,057 6,972 ▲ 85

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

1,085,500 1,081,100

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

7,057 6,972 ▲ 85

・該当なし
・目標を概
ね達成

1,085,500 1,085,500 1,085,500 1,085,500 1,085,500

部数 実績 1,094,500

単位 想定 1,094,500 1,085,500

1,078,500

広報よ
こはま
印刷部
数実績

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 広報よこはま発行事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 41

事業概要

「広報よこはま ほどがや区版」を毎月発行することにより、市民が必要とする区政・事業等の行政情報を、分かり
やすく正確に広報します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

・「広報よこはま ほどがや区版 制作コンセプト」に基づき、読者(区民）の視点に立って、よ
り分かりやすい充実した紙面を毎月作成します。
・紙媒体になじみのない若者層については、ツイッターを通じた周知や国大生・インスタグラ
ムによるコラムの掲載を継続します。
・どなたにとっても読みやすいデジタル化を進めるため、新たに外国人向けの多言語や視覚障
害者向けの音声読み上げに対応している広報誌閲覧サービスを導入し掲載します。

印刷部数減による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

広報よこはま発行事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 684 669 ▲ 15

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

37回/208人 48回/257人

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

684 669 ▲ 15

・該当なし
・目標を下
回った

48回/288人 47回/282人 49回/294人 51回/306人 50回/300人

回/人 実績 49回/257人

単位 想定 49回/294人 49回/294人

47回/251人

法律相
談・司
法書士
相談

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 広聴の相談事業

所管区局・課 保土ケ谷 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 42

事業概要

区民の多様な相談事項に応じて、法律相談等の機会を提供します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民が抱える生活上の問題・悩みの解決のため、弁護士、司法書士などへの相談機会を提供し
ます。

法律相談の回数が前年比減のため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

広聴の相談事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 79 99 20

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

15,764 14,539

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

79 99 20

・該当なし
・目標を概
ね達成

15,000 14,000 13,000 12,000 11,000

件 実績 19,420

単位 想定 21,000 19,000

14,732

消費相
談件数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 消費生活対策事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 43

事業概要

地域社会の安全で快適な消費生活を実現するため、悪質商法対策や消費生活向上に向け普及啓発を図ります。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

・消費生活教室（テーマ別啓発情報を教室形式で提供）
・消費生活関連啓発活動(街頭キャンペーンまたは各種イベント活用)
・消費生活関連情報の提供(情報紙の掲示、配布)

契約単価の上昇に伴う費用増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

消費生活対策事業

５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 379 380 1

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

0 1

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

379 380 1

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

6 6 6 6 6

回 実績

単位 想定 6

1

避難所
開設状
況等の
通知

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 緊急時情報システム事業

所管区局・課 保土ケ谷 総務課 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 44

事業概要

双方向機能を有する緊急時情報システムにより、災害に関する緊急情報を区から直接、即時避難指示対処区域に居住
する区民に対し電話にて通知し、迅速な避難行動を促す。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

双方向機能を有する緊急時情報システムにより、災害に関する緊急情報を区から直接、即時避
難指示対処区域に居住する区民に対し電話にて通知し、迅速な避難行動を促す。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

緊急時情報システム事業

５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,182 2,119 ▲ 1,063

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

0 2

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・減る
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

3,182 2,119 ▲ 1,063

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

3 3 3 3 3

回 実績 3

単位 想定 3 3

3

研修会
（実施
回数）

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ推進委員事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 45

事業概要

区民の心身の健康育成や体力の向上等を図るため、スポーツイベントの開催などを通して普及・振興を行います。ま
た、スポーツ活動を推進する人材の力量・知識、活動の認知度向上のため、研修及び広報活動を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民の心身の健康育成や体力の向上等を図るため、地域にねざしたスポーツイベントの開催を
通して普及・振興を行います。
また、スポーツ活動を推進する人材の力量・知識、活動の認知度向上のため、研修及び広報活
動を行います。

３年度が委嘱替えを行ったことによ
る減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

スポーツ推進委員事業

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

青少年を対象とした事業を実施し地域交流を促進するほか、夜間パトロール等により青少年を取り巻く環境を保全
し、青少年の健全育成に寄与することを目指します。また、青少年の健全育成活動を推進する青少年指導員の資質向
上のための研修や、活動を広く周知するための広報誌を作成することで、担い手の発掘・育成を行います。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

青少年を対象とした事業を実施し地域交流を促進するほか、夜間パトロールにより青少年の健
全育成と福祉の増進を図ります。また、青少年指導員の資質向上のための研修や、活動を広く
周知するための広報誌を作成します。
上記に伴い、必要に応じて事業内容を検討する委員会を開催します。

活動着費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

青少年指導員事業

５年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 青少年指導員事業

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 46

事業概要

38 38 38 38 38

回 実績 39

単位 想定 38 38

38

会議開
催回数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・減る
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

3,064 4,879 1,815

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

37 25

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,064 4,879 1,815



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 960 960 0

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

8 8

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

960 960 0

・該当なし
・目標を概
ね達成

8 8 8 8 8

エリ
ア

実績 8

単位 想定 8 8

8

助成対
象中学
校区

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 学校・家庭・地域連携事業

所管区局・課 保土ケ谷 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 47

事業概要

青少年の非行防止や健全育成を推進するため、学校・家庭・地域が連携し地域の特性を生かしながら自主的に実施す
る事業を支援します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

学校職員・保護者（ＰＴＡ）・自治会・スポーツ推進委員・青少年指導員等により組織された
「学校・家庭・地域連携事業実行委員会」が展開する地域の子どもとの交流や見守りなどの自
主的な活動に対する、補助金交付・情報提供等による活動の支援を行います。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

学校・家庭・地域連携事業

５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 11 99 88

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

217 330

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

11 99 88

・該当なし
・目標を概
ね達成

200 200 200 200 200

視聴
者数

実績 _

単位 想定 _ 200

305

「ほど
がや健
康塾」
視聴者
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 健康づくり月間事業

所管区局・課 保土ケ谷 福祉保健 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 48

事業概要

　保健・衛生に関する正しい知識の普及、健康寿命の延伸に向けた健康意識の啓発、市民と行政が連携した健康づく
り運動の推進、及び地域に根ざした自発的な健康づくりを促進し、市民の生涯にわたる健康づくりに寄与することを
目的に、９月から11月までを健康づくり月間と位置づけ、事業を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

関係団体と連携し、健康づくり月間にイベントの実施。
１　保土ケ谷歯科医師会「お口の健康フェスティバル」(令和5年1月実施）
２　保土ケ谷区医師会「ほどがや健康塾」WEBによる講演配信：（令和4年11月～12月実施)
３　ほどがや区民まつり出展

区民まつり出店に係る消耗品費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

健康づくり月間事業

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区庁舎等の維持管理を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区庁舎、駐車場及び公用車等の管理運営を行います。

電気・ガス単価高騰に基づく増、庁
舎老朽化に伴う修繕案件増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

区庁舎

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 区庁舎管理費

所管区局・課 保土ケ谷 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 49

事業概要

実績

単位 想定

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

116,187 126,719 10,532

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 154,437 166,227 11,790



・委託の拡
大が可能

想定

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 26,129

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度 ７年度５年度

EV充電コンセント設置、光熱水費料
金値上げのため増

６年度

土木事務所

３年度 ４年度

単位 想定

10,108 834

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績

②

26,129 0

単位

区民活動支援センター

区民活動支援センターの管理運営を行います。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 土木事務所の庁舎及び車両の管理運営を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 9,274

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 区庁舎修繕費

細事業概要 区庁舎・土木事務所に関する設備の修繕に対応します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

2,846 3,163 317 修繕案件増

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

年度 元年度 ２年度

分析
結果

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

決算

７年度

単位

客観的指標に
基づく分析

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績

指標



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民利用施設の管理運営を行います。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

保土ケ谷公会堂の管理運営を行います。

指定管理者の提案による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

公会堂

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 区民利用施設管理費

所管区局・課 保土ケ谷 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 50

事業概要

実績

単位 想定

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

56,384 56,034 ▲ 350

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 396,273 397,660 1,387



・委託の拡
大不可

想定

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 146,231

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

元年度 ２年度 ７年度５年度 ６年度

スポーツ会館

３年度 ４年度

単位 想定

6,749 0

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績

②

146,234 3

単位

地区センター

指定管理者制度による管理運営を行います。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 6,749

・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



⑤

事
業
計
画

細事業名称 老人福祉センター

指定管理者制度による管理運営を行います。

想定

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 63,923 58,481 ▲ 5,442

指定管理料の浴室休止に伴う返還に
よる減

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

単位

増減説明

決算

年度 ３年度 ４年度

実績

④

事
業
計
画

細事業名称 ログハウス

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

8,025 8,025 0

・委託不可 ・該当なし

年度 元年度 ２年度

分析
結果

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

決算

７年度

単位

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・増える

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

指標
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

指標

分析
結果

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・求めてい
ない

・増える
・法律・政
令



・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし

実績

単位 想定

実績

単位

分析
結果

・規則・方
針

・該当なし

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

⑥

事
業
計
画

細事業名称 コミュニティハウス（条例型）

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 54,174 54,150 ▲ 24 指定管理者の提案による減

細事業事業量 年度 元年度

指標

⑦

事
業
計
画

細事業名称 コミュニティハウス（学校施設活用型）

細事業概要 コミュニティハウスの管理運営を管理運営団体に委託します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

24,232 24,344 112 人件費増額に伴う増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

増減説明

決算

７年度

想定

実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

・求めてい
ない

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度 ７年度２年度 ３年度 ４年度

市民ニーズ

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・維持

客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析



・該当なし
・求めるべ
きではない

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

⑨

事
業
計
画

細事業名称 広場・遊び場

細事業概要
子どもの遊び場の管理運営を管理運営委員会に委託します。
町のはらっぱについて管理運営委員会に対し補助金を支出します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,275 2,353 78

実績

単位 想定

細事業名称

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

22,357 24,169 1,812 指定管理者の提案による増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度

細事業費
（千円）

実績による増

⑧

事
業
計
画

事
業
実
績

４年度

決算

５年度 ６年度

実績

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

スポーツセンター

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

分析
結果

７年度

単位 想定

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析



・求めるべ
きではない

想定

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

⑪

事
業
計
画

細事業名称 区民利用施設小破修繕

細事業概要 区民利用施設の修繕を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,473 1,387 ▲ 86

実績

実績

単位

単位 想定

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・他都市よ
り上乗せ・
横出しあり

・目標を概
ね達成

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

実績による減（市民局の予算により
別途対応）

細事業事業量 年度

⑩

事
業
計
画

細事業名称 国際交流ラウンジ

細事業概要 国際交流ラウンジの管理運営を管理運営団体に委託します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 10,332 10,324 ▲ 8

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績による減

５年度 ６年度 ７年度

客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性



分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

４年度 ５年度 ６年度 ７年度

実績

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度

単位 想定

⑫

事
業
計
画

細事業名称 イコット広場・イコットハウス

細事業概要 広場及び施設の管理運営を管理運営団体に委託します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,051 1,068 17 実績による増

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法




